
昨

年

は

令

和

の

大

改

修

事

業

に

多

く

の

ご

奉

賛

を

賜

り

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

お

か

げ

さ

ま

で

事

業

は

順

調

に

進

み

、

昨

秋

に

は

拝

殿

と

高

良

社

の

改

修

が

終

わ

り

ま

し

た

。

本

殿

の

工

事

に

先

立

っ

て

十

一

月

四

日

に

は

仮

殿

遷

座

祭

を

斎

行

し

ま

し

た

。

遷

座

と

は

神

様

を

お

遷

し

す

る

お

祭

り

で

、

当

社

で

は

昭

和

十

一

年

の

本

殿

建

築

以

来

と

な

り

ま

す

。

神

職

、

令

人

、

役

員

総

代

の

十

九

名

で

厳

粛

に

ご

奉

仕

し

、

拝

殿

に

設

え

た

仮

殿

に

無

事

お

遷

り

い

た

だ

き

ま

し

た

。本

来

は

多

く

の

参

列

者

を

予

定

し

て

い

ま

し

た

が

、

コ

ロ

ナ

感

染

防

止

の

た

め

参

列

規

模

を

大

幅

に

縮

小

し

た

祭

典

に

な

り

ま

し

た

。

神

様

が

本

殿

に

戻

ら

れ

る

令

和

四

年

の

正

遷

座

祭

は

多

く

の

皆

様

と

共

に

斎

行

で

き

る

よ

う

、

時

勢

が

落

ち

着

く

こ

と

を

祈

念

し

ま

す

。
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日日日日

初初初初

詣詣詣詣

※

二

日

以

降

の

分

散

参

拝

に

ご

協

力

下

さ

い
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事事事事
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日日日日(( ((
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十十十十

一一一一

日日日日(( ((

月月月月

祝祝祝祝)) ))

※

今

年

か

ら

開

催

時

間

変

更

午午午午

前前前前

十十十十

時時時時
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午午午午

後後後後

九九九九

時時時時

大大大大

宮宮宮宮

戎戎戎戎

祭祭祭祭

十十十十

五五五五

日日日日(( ((

金金金金

））））

とととと

んんんん

どどどど(

十

四

時

ま

で

受

付)

★

大

宮

み

こ

し

会

主

催

の

厄

除

餅

つ

き

大

会

は

コ

ロ

ナ

感

染

防

止

の

た

め

、

中

止

し

ま

す

一

月

の

行

事

予

定 ★

お

守

り

の

授

与

料

が

変

わ

り

ま

す

【

旧

】

五

百

円

【

新

】

七

百

円

仮

殿

遷

座

祭

を

斎

行

上

・

神

職

九

名

、

令

人

三

名

、

役

員

総

代

七

名

で

ご

奉

仕

し

ま

し

た

下

・

神

様

を

お

遷

し

す

る

た

め

に

宮

司

が

御

扉

を

開

く

と

こ

ろ

神

様

は

絹

垣

に

覆

わ

れ

、

松

明

の

灯

の

中

、

布

単

の

上

を

進

む


